
道

元

と

ル

タ

ー
に

お

け

る

「
信

」

に

つ

い

て

(
笠

井

)

道

元

と

ル
タ

ー

に
お
け

る

「信

」

に

つ
い

て
笠

井

貞

道
元
禅

師
と

マ
ル
テ
ィ
ン

・
ル
タ
ー
 
(
1
4
8
3
-
1
5
4
6
)
 

と
は
、
時

・

処

・
位

・
思
想
系
統
な
ど
が
異
な
る
が
、
共
に

「
信
」
を
重
視
し
て
居

る
。
そ
こ
で
信
を
中
心
に
し
て
両
者
を
比
較
し
、
類
似
性
と
異
質
性
と

を
考
察
し
よ
う
。

道
元
の
仏
法
は

「信
」
を
基
本
に
し
て
居
る
。
そ
れ
故
に

「修
行
仏

道
者
、
先
須
信
仏
道
。

信
仏
道
者
、
須
信
自
己
本
在
道
中
不
迷
惑
、
不

妄
想
、

不
顛
倒
、
無
増
減
、
無
惧
謬
也
。
生
如
是
信
、
明
如
是
道
、
依

而
行
之
、

乃
学
道
之
本
基
也
。
」
と
言

い
、
「仏
言
、
不
信
之
人
猶
如
破

瓶
。
然
則

不
信
仏
法
之
衆
生
、
更
不
可
為
仏
法
之
器
也
。
仏
言
、
仏
法

大
海
信
為
能
入
。
明
知
、
不
信
之
衆
生
、
未
可
共
住
者
歎
。
」
と
説
く
。

ま
た
仏
道

の
真
髄
を
得
、
法
を
伝
え
る
こ
と
は
、
必
ず
至
誠
・
信
心
に

よ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
至
誠
も
信
心
も
、
外
か
ら
来
た
形
跡
は
無
く
、

内
か
ら
出

る
の
で
も
な
い
。
重
法
軽
身
し
、般
若
を
尊
重
せ
よ
と
言
う
。

更
に
、
諸
仏
の
境
界
は
不
可
思
議
で
、
心
識
の
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
、

況
や
不
信
劣
智
の
者
に
は
知
ら
れ
な
い
。
唯
、
正
信
の
大
機
だ
け
が
悟

れ
る
の
で
あ
り
、
不
信

の
人
は
、
教
え
て
も
受
け
難

い
が
故
に
、
心
に

正
信
が
起
れ
ば
、
修
行
し
参
学
す
べ
き
で
あ
り
、
正
信
が
起
ら
な
け
れ

ば
、
暫
く
時
期
を
待

つ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
正
信
に
よ
り
修
行

す
れ
ば
、
時

・
処
や
利
鈍
に
関
係
な
く
、
皆
、

得
道
す
る
と
言
う
。
所

謂

「信
根
」
は
、
自
己

・
他
己

・
自
己
強
為

・
自
己
結
構

・
他
牽
挽

・

自
己
規
矩
な
ど
で
は
な
い
。
渾
身
似
信
を
信
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
渾

身
心
に
信
現
成
す
る
。

こ
の
信
が
、
身
心
の
全
体
を
貫
き
、
法
界
に
遍

満
す
る
の
で
あ
る
。
信
即
仏
果
位
、
仏
果
位
即
信

で
あ
る
。
信
と
仏
果

は
、
自
他
共
に
同
時
去
来
で
あ
り
、
信
現
成
が

仏
祖
現
成
な

の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
道
元
に
於
て
は
、
仏
信

一
如
、
仏
法
即
信
な
の
で
あ

る
。
結
局
、
道
元
に
於
け
る
信
と
は
、
仏
道

に
入
る
た
め
の
必
要
条

件
、
悟
り
を
得
る
充
分
条
件
な
の
で
あ
る
。
信

・
信
解
に
よ
り
、
見
仏

眼
が
生
じ
、
仏
を
見
る
功
徳
が
成
就
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

所
で
道
元
は
、
信

・
信
心
を
、
菩
提
心

・
無
上
心

・
道
心
な
ど
と
換

言
し
て
居
る
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
元
来
、
菩
提
心
と
信

・
信
心
と
は

同
じ
で
あ
る
が
故
に
。
菩
提
心
ま
た
は
道
心
は
、
仏
道
実
践

の
基
本
で

あ
る
。
道
元
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
居
る
。
菩
提
心
を
お
こ
す

の
は
、
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質
多
心
 (慮
知
心
)
 に
よ
る
。
し
か
し
慮
知
心
即
菩
提
心
で
は
な
く
、
こ

の
慮
知

心
の
作
用
と
し
て
菩
提
心
が
成
立
す
る
。
菩
提
心

・
道
心
の
必

須
条
件

は
、観
無
常
心
で
あ
る
。
無
常
を
深
く
観
ず
る
時
、
吾
我
名
利

の

念
が
起
ら
な
い
。
た
と
え
権
実
の
妙
典
を
読
み
、
顕
密
の
教
籍
を
伝
え

て
も
、

名
利
の
邪
念
を
拗
た
な
け
れ
ば
、
菩
提
心
と
は
言
え
な
い
。
吾

我

の
念

あ
れ
ば
、
名
利
の
念
起
る
が
故
に
、
唯
、
吾
我
を
忘
れ
て
の
修

行
が
、

菩
提
心
に
契
う
こ
と
に
な
る
。
吾
我

・
貧
欲
を
離
れ
る
の
が
仏

道
で
あ

る
と
す
る
。
自
未
得
度
先
度
他
の
心
を
起
す
の
を
初
発
菩
提
心

と
言
う
。
初
発
菩
提
心
の
後
、
更
に
許
多
の
諸
仏
に
逢
い
、
見
仏
聞
法

し
、
更

に
菩
提
心
を
お
こ
す
。

そ
し
て
畢
寛
、
菩
提
成
就
す
る
。
菩
提

成
就
即

ち
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
と
初
発
菩
提
心
と
を
格
量
す
れ
ば
、

劫
火
と
螢
火
の
よ
う
な
差
が
あ
る
が
、
自
未
得
度
先
度
他
の
心
を
起
せ

ば
、
二
無
別
で
あ
る
。
衆
生
を
利
益
す
る
と
は
、
衆
生
に
自
未
得
度
先

度
他
の
心
を
起
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
未
得
度
先
度
他
の
心
を
起
さ

せ
る
力

に
よ
つ
て
、
自
己
が
仏
に
成
ろ
う
と
思
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た

と
え
成
仏
の
功
徳
熟
し
て
も
、
尚
、
衆
生
の
成
仏
得
道
に
回
向
す
る
の

で
あ
る
。
菩
提
心
は

一
切
に
波
及
す
る
の
で
あ
り
、
菩
提
心
に
よ
る
施

与
は
、
皆
、
菩
提
心
の
闊
贈
脂

・
活
簸
簸
で
あ
る
。

一
刹
那
、
発
菩
提

心
す
れ
ば
、
万
法
は
皆
、
増
上
縁
と
な
る
。
発
心
得
道
、
皆
、
刹
那
生

滅
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
な
の
で
あ
る
。
刹
那
生
滅

の
理
を
凡
夫
は
覚
知

し
な
い
が
故
に
、
菩
提
心
を
お
こ
さ
ず
、
菩
提
心
を
お
こ
さ
な
い
が
故

に
仏
法
を
信
ぜ
ず
、
仏
法
を
信
じ
な
い
が
故
に
、
刹
那
生
滅
の
理
を
信

じ
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
如
来

の
正
法
眼
蔵

浬

繋
妙

心
を
明
ら
め
れ

ば
、
必
ず
こ
の
刹
那
生
滅

の
道
理
を
信
ず
る
の
で
あ
る
。
刹
那
生
滅
、

流
転
捷
疾
に
あ
り
な
が
ら
、
自
未
得
度
先
度
他

の
菩
提
心
を
お

こ
せ

ば
、
久
遠
の
寿
量
、
忽
ち
に
現
在
前
す
る
の
で
あ
る
。
菩
提
心
を
守
護

す
る
こ
と
に
よ
り
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得
て
、
常
楽
我
浄
の
浬

藥
が
成
就
さ
れ
る
。
菩
提
心
を
退
転
す
る
の
は
、
多
く
は
大
師
に
逢
わ

な
い
こ
と
に
由
る
。
正
師
に
逢
い
、
正
法
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
因
果

・

解
脱

・
三
宝

・
三
世
な
ど
の
諸
法
を
擾
無
し
、

五
欲
に
貧
著
し
て
、
菩

提
の
功
徳
を
失
う
の
で
あ
る
。
誠
心
を
尽
し
て
臓
悔
す
る
時
、
仏
祖

の

冥
助
あ
り
、
我
を
離
れ
、
仏
と
不
二
と
な
つ
て
清
浄
に
な
り
、
罪
悪
の

根
源
が
錯
損
す
る
。

こ
れ
が

一
色
の
正
修
行

・
正
信
心

・
正
信
身
で
あ

る
。
無
擬
の
清
浄
の
信
が
、
無
我
の
自
己
の
行
と
し
て
生
長
す
る
。
こ

の
よ
う
な
浄
信
が
、

一
度
現
わ
れ
る
時
、
凡
夫
が
仏
に
転
ぜ
ら
れ
る
。

即
ち
信
現
成
が
仏
祖
現
成
で
あ
る
。
さ
て
信
の
対
象
は
三
宝
で
あ
る
。

仏
法
僧
三
宝
を
恭
敬
す
る
の
が
、
印
度
以
来

の
仏
法
で
あ
る
。
三
宝
に

帰
依
す
れ
ば
、
自
己
と
三
宝
と
の
対
立
は
消
え

て
、
感
応
道
交
す
る
。

そ
こ
に
帰
依
三
宝
の
功
徳
が
成
就
す
る
。
そ
れ
は
生
生
世
世
、
在
在
処

処
に
増
長
し
、
積
功
累
徳
し
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
成
就
す
る
の

で
あ
る
。
帰
依
三
宝
は
、
浄
信
を
専

一
に
す
る

こ
と
が
前
提
に
な
る
。

帰
依
三
宝
に
よ
り
、
身
心
は
刹
那
生
滅
で
あ
る

に
も
拘
ら
ず
、
法
身
必

ず
長
養
し
て
、
菩
提
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

ル
タ
ー
 
(B
.
 
M
a
r
t
i
n
 
L
u
t
h
e
r
s
 
g
e
s

道

元

と

ル
タ

ー

に

お

け

る

「
信

」

に

つ

い

て
 
(
笠

井
)
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道
元
と
ル
タ
ー
に
お
け
る

「信
」
に
つ
い
て
 (笠

井
)

w
e
i
m
a
r
e
r
 
a
u
s
g
a
b
e
.
)

に
於
け
る

「
信
」
と
は
何
か
。
理
性
や

経
験

に
よ
つ
て
証
明

で
き
る
智
慧
で
は
な
く
、
ま
だ
見
て
居
な
い
事
実
を
確

信
す
る

こ
と
で
あ
る
。
見
る
こ
と
、
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
隠
さ
れ

た
神
 
(B
e
u
s
 
a
b
s
c
o
n
d
i
t
u
s
)
 

を
信
じ
仰
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
神

の
言
葉
を

承
認
す
る
こ
と
と
、
神
に
信
頼
す
る
こ
と
 
(
c
r
e
d
u
l
i
t
a
s
 
i
n
 
d
e
u
m
)
 

と

は
同

一
で
あ
る
。
人
間
は
、
神
を
持

つ
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
求
め
、

繰
返
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神

へ
の
道
に
於
て
立
止
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
が
故
に
。
人
は
、
神

の
前
に
於

て
罪
人
で
あ
る
と
告
白

し
、
心
を
謙
遜
に
し
て
引
下
が
つ
て
、
神
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
り
義
と

さ
れ
る
、
と
言
う
。
キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
に
よ
つ
て
、
人
間
を
、
信
者

・

聖
者
と
し
、
罪

・
死

・
悪
魔
か
ら
解
放
し
、
天
国
に
置
く
こ
と
が
、

ル

タ
ー
の
言
う
、
福
音
 
(
e
u
a
n
g
e
l
i
u
m
)
 

で
あ
り
、

こ
れ
を
人
間

は
、
信

仰
で
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
感
覚
も
知
性
も
徳
も
意

志
も

一
切
捕
え
ら
れ
て
、
神

の
裸
の
言
葉
に
従
う
こ
と
、
自
己
が
行
く

よ
り
も
、
導
か
れ
、
行
か
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
、

こ
れ
が
信
仰

の
栄
光

で
あ
る
。
信
仰
と
は
、
神

の
言
葉
を
聴
く
こ
と
、
神

の
前
に
立
つ
こ
と

を
許
さ
れ
、交
わ
り
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
真
の
信
仰
に
よ
り
、

神
を
恐

れ
、
愛
し
、

一
切
の
行
為
に
於
て
固
く
信
頼
し
、

一
切
の
事
を

全
く
純
粋
に
神
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
信
仰

は
、
直
ち

に
愛

(
U
i
e
b
e
)
・

平
和
 
(
p
r
i
e
d
e
n
)
・

喜

び
 
(
f
r
e
u
d
e
)
・
希

望
 
(
h
o
f
f
n
u
n
g
)

を
齎
す
。
人
を
純
粋
に
且
つ
神
に
相
応
し
い
者
に
す
る
の
は
、
唯
、
信

仰
だ
け

で
あ
る
が
故
に
、
信
じ
、
確
信
す
れ
ば
、
恩
恵
 
(
g
r
o
t
a
)
 

を
獲

得
す
る
。
信
仰
は
義
認
を
与
え
る
恩
恵
な
の
で
あ
る
。
信
仰
は
、
人
間

の
心
に
自
然
に
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間

の
内
に
於
け
る
神
の
業

で
あ
る
が
故
に
、
心
と
霊
と
精
神
と

一
切
の
能
力
と
に
於
て
、
人
間
を

全
く
別
人
に
新
生
さ
せ
、
信
仰
と
聖
霊
と
を
齎
す
の
で
あ
る
。

義

に
至
る
信
仰
 
(
f
i
d
e
s
 
a
d
 
i
u
s
t
i
t
i
a
m
)
 

は
、
告
白
 
(
c
o
n
f
e
s
s
i
o
)
 

に

ま
で
到
ら
な
け
れ
ば
、
義

の
目
的
即
ち
救

い
に
到
ら
な
い
。
告
白
は
信

仰

の
顕
著
な
業
で
あ
り
、
信
仰
に
よ
つ
て
人
間

は
、
自
己
を
否
定
し
て
等

神
を
告
白
し
、
自
己
を
肯
定
す
る
以
前
に
生
命

も

一
切
の
も
の
も
否
定

す
る
よ
う
に
、
否
定
し
告
白
す
る
。
即
ち
人
間
は
、
神

へ
の
告
白
と
自

己
否
定

の
内
に
死
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
の
告
白
の
時
、
人
間
は
自
己
を
捨

て
て
、
神
と
神

へ
の
吾
白
だ
け
が
確
立
す
る
と
言
う
。
要
す
る
に
ル
タ

ー
に
於
け
る
信
仰
と
は
、
神
の
前
に
於
け
る
自
己
否
定
、
或
は
謙
遜
で

あ
る
。
謙
遜
 
(
h
u
m
i
l
i
t
a
s
)
 

が
信
仰
で
あ
り
、

倣
慢
 
(
s
u
p
e
r
b
i
a
)
 

が
不

信
な
の
で
あ
る
。
結
局
、
信
仰
と
は
、
人
間
の
、
神
へ
の
謙
遜
な
服
従

で
、
不
信
と
は
、
人
間
が
、
神
の
言
葉
を
真
理

と
認
め
ず
、
吾
我
を
貧

愛
し
、
神
に
対
し
傲
慢
な
不
信
と
反
抗
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
信
仰

と
謙
遜
に
よ
り
、
人
間
の
内
に
神
が
満
ち
る
た
め
に
、
人
間
は
全
く
無

(
n
i
h
i
l
)
 

と
な
り
、
自
己
を
空
虚
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
タ
ー

は
、
神
以
外
に
全
く
善
を
認
め
ず
、

一
切
の
善
を
神
に
帰
す
る

の
で
あ

る
。
罪
の
本
質
は
、
貧
欲
 
(
c
o
n
c
u
p
i
s
c
e
n
t
i
a
)
・
我

意
 
(
S
e
n
s
u
s

p
r
i
u
s
)
 

で
あ
る
。
人
間
は
、
自
己
の
内
に
全
く
疾
し
い
こ
と
が
無
く
て

も
、
罪
人
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
仰
は
、
心
を
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改
造
し
、
神
の
意
志
の
認
識
べ

導
く
の
で
あ
る
。
罪

の
赦
免
は
、
神
に

よ
つ
て
準
備
さ
れ
、
信
仰
に
よ
つ
て
だ
け
人
間
に
与
え
ら
れ
る
。
罪
の

赦
免
 
(
r
e
m
i
s
s
i
o
)
 

と
罪

の
除
去
 
(
a
b
l
a
t
i
o
)
 

と
は
異
な

る
。

ル
タ
ー

は
、
パ
ウ
ロ
に
従
つ
て
、
罪
が
人
間
か
ら
除
去
さ
れ
る
の
で
な
く
て
、

人
間
が
罪
か
ら
浄
め
去
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
死
に
於

て
罪

は
完
全

に
除
去
さ
れ
る
が
、
信
仰
の
あ
る
所
、
罪
で
さ
え
罪

で
な
く
な

る
。
神

は
義
人
を
義
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
罪
人
を
義
と
す
る
の
で

あ
る
。
人
は
罪
人
で
あ
り
、
同
時
に
義
人
な
の
で
あ
る
。
良
心
が
、
信

仰
に
よ
つ
て
清
浄

・
平
穏
に
さ
れ
る
の
で
、
罪
の
赦
免

の
喜
び
の
た
め

に
、
罪
を
恐
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
信
仰
は
、

一
切
の
善
行
為

の
第

一
原
理

で
あ
る
。
信
仰

こ
そ
が
、

一
切
の
行
為
を
善

い
も
の
、
神

の
心

に
適
う
も
の
、
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
。
ル
タ
ー
は
、
信
仰
だ
け
、
と

主
張
し
た
が
、
善
行
を
禁
じ
て
居
る
の
で
は
な
く
て
、
信
仰
に
基
づ
く

正
し
い
善
行
を
強
調
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
神

の
心
に
適
う
と
言
う
確

信
が
、

人
の
心
に
あ
れ
ば
、
た
と
え

一
本
の
麦
藁
を
拾
い
上
げ
る
よ
う

な
些
細
な
こ
と
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
行
為
は
善

で
あ
る
と
説

い
て
居

る
。
激

し
い
祈
り
、
厳
し
い
修
行

・
訓
練
は
、

こ
の
世
の
最
期

の
日
ま

で
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
さ
て
ル
タ
ー
に
と
つ
て
最
も
重

要
な
も

の
は
、
信
仰
自
体
よ
り
も
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
三
位

一
体

の

神
な
の
で
あ
る
。
信
仰
と
は
、
天
地
を
創
造
し
、

一
切
の
被
造
物
を
支

配
す
る
唯

一
神
に
敢
え
て
信
頼
を
置
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
神
は
、
神

自
身
を
、

キ
リ
ス
ト
の
活
動

の
内
に
啓
示
す
る
の
で
あ
り
、
人

で
あ
る

キ
リ
ス
ト
は
真

の
神
で
あ
る
。

道
元
も
ル
タ
ー
も
信
を
重
視
し
て
居
り
、
表
面
的
類
似
性
が
若
干
見

ら
れ
る
。
し
か
し
仏
教
の
系
譜
の
道
元
と
キ
リ

ス
ト
教
の
系
譜

の
ル
タ

ー
、
両
者
の
思
想
形
態
の
差
異
は
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
道
元
の
根
本

体
験
は
、
無
常
観
で
あ
る
。
無
常
、
刹
那
生
滅

の
故
に
、
仏
法
を
理
論

的
に
信
ず
る
こ
と
が
で
き
、
実
践
的
に
信
ず
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
ル
タ
ー
の
根
本
体
験

は
、
罪

悪
観

で
あ
る
。
恐

る

べ
き

神
、

一
切
を
創
造
し
、
支
配
す
る
、
隠
さ
れ
た
神
に
、
無
条
件
に
、
絶

対
的
に
服
従
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
信
仰
に
よ
つ
て
だ
け
、
神

の
怒

り
、
裁
き
の
裏
に
、
永
遠
で
、
確
か
な
神

の
愛
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
「
法
」
中
心
の
道
元
に
於
て
、
仏
道
を
信
ず

る
と
は
、

自
己
が
仏
法
の
中
に
居
る
こ
と
、
自
己
が
仏
法
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、

「神
」
中

心
の
ル
タ
ー
に
於
て
は
、

信
と
は
、
唯

一
神
を
信
じ
仰
ぐ
こ
と
、
恩
恵

の
神

に
感
謝
し
、
信
頼

し
、
服
従
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
服
従
も
、
人
間
の
た
め
で
な
く
、

唯
、
神
の
た
め
で
あ
る
。

要
す
る
に
道
元
が
、
信

・
信
心

・
信
解
な
ど

の
語
に
よ
つ
て
表
現
す

る
の
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
 
s
r
a
d
d
h
a
 
と
 
a
d
h
i
m
u
k
t
i
 

の
両
義

を
含
み
、
仏
と
同
質

・
同
根

で
あ
る
人
間
が
、
信
に
よ
り
仏

(覚
者
)

と
成
る
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
に
対

し
、

ル
タ
ー
の
信
 
(
ラ
テ
ン
語
の

h
i
d
e
s
・
ド

イ
ツ
語
の
 
g
l
a
u
b
e
)
 

は
、
人
間
と
は
全
く
異
質

の
唯

一
神

へ

の
信
仰
に
よ
り
、
義
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

道

元

と

ル
タ

ー

に

お

け

る

「
信
」

に

つ

い

て
 
(
笠

井
)
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